
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 6回 理事会  

日 時 令和 4年 10月 14日  18:30～21:45 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子、森健次郎 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局坂井孝行 

その他古田弘二（第 33回長崎県理学療法学術大会大会長）、持永至人（同準備委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）士会承認セミナー申請に関して 

      士会承認セミナーに対し、対馬の光武内科循環器科より、山田先生を講師として研修会を行いたいと
申請あり。私的な研修会だが、士会が認めたらポイントが取れるようになる。他県でも申請が増えて
いるという。カリキュラムコードは主催者が決定するが、一度取得したコードの上書きは出来ないた
め地区研修会や学術大会の参加に影響する可能性がある。今のルールでは認める必要があるが今後の
対応は検討。審議の結果、提案通り可決された。 

２）令和 4年度 第 2回長崎地区研修会開催に関して 
第 2 回長崎地区研修会について、対象を県内に絞る案もあるが、今回は講師にも了解をとり、県外、
他職種も対象とする。ネットワーク構築などを目的に県内のみを対象とする、また広く発信するため
に県外も対象とするなどが考えられる。今後、対象を県内とするか、県外も入れるか、また拡大する
タイミングなどを含め地区部長、地域局長、担当理事、学術、生涯学習担当の理事、講師など企画者
が決定することとする。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）令和 4年度 第 2回指定管理者研修会 ＆ 職域別（生活期）ネットワーク研修会（案）について 
目的は協会指定管理者初級取得のためと職域別のネットワークの構築への働きかけの 2 つ。対象は長
崎県理学療法士協会会員に絞る。日時は令和 4年 12月 17日。2部構成で、1部が協会指定管理者研修
会、2 部が職域別ネットワーク研修会。協会指定管理者初級の希望者は 1、2 部ともに受講の必要あ
り。フルリモートで 1部は JPTAの佐々木先生の動画、その後大山会長の講義。2部は秀嶋先生と本田
先生の講義後グループワーク予定。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）新入会承認について 
   入会 0名、退会 1名、復会 0名、休会 4名。審議の結果、提案通り可決された。 
 ５）推進リーダーの取得条件となる他団体主催の士会指定事業の選定、新規追加、セミナー登録、参加確

認の流れについて 
   掲載分以外の士会指定事業について、判断基準は理事会で承認を得たもの、県士会が関わる研修会、

生涯学習ポイント対象でないもの、内容が関わるもの、参加者の確認ができることなど。班長が主催
者側に確認し最終的に理事会審議。セミナー登録は理事会承認後、資料のセミナー登録の流れを踏む
ことになる。主催団体に参加確認できることが前提。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）第 26回 長崎県国保地域医療学会のセミナー登録について 
   士会指定事業に認定済み。承認後、地域ケア会議として参加者を募り、確定次第案内を送る流れ。主

催者の参加者リストの確認も了解済み。審議の結果、提案通り可決された。 
 ７）「発達障害に関する研修会」のセミナー登録について 
   発達障害に関する研修会で参加者の確認まで可能と主催者側に確認済み。セミナー登録の可否につい

て。審議の結果、提案通り可決された。 
 ８）協会着（ポロシャツ）について 使用方法の検討などについて 
   協会着について、参加者に 1 人一着ずつ配布したいという意見、また 50 周年の形として残すためにビ

ブス 50着とポロシャツ 100着の購入を前提に見積もりをとる。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）令和 4年度 九州ブロック管理・運営研修会について 

   九州ブロックの管理・運営研修会を 10 月 1 日に実施。森本先生と小川先生の講演とディスカッション
で当日 214名の参加。予算から約 1,400円オーバー。通信トラブルが発生し、現在原因を調査中。 

２）「長崎理学療法学」未登録について 
   国立国会図書館所蔵の長崎理学療法について、対応していなかったところを今後確実に送る旨を伝

え、先方からは大丈夫との返答を頂いた。冊子で送る場合には裁断する必要あるとのことで、今後は
PDFデータの作成なども検討。 

 ３）臨床教育研修会企画案について 



   臨床教育研修会は『診療参加型実習の取り組み』というテーマで、児玉先生による講義、報告後ディ
スカッションを予定。日程は予定日に他研修会が重なるため再調整。 

 ４）令和 4年度 保健福祉部研修会（案）について 
   今年度は産業理学療法をテーマに、講師に産業医科大学理学療法士の久原先生と三菱重工マネージメ

ント部の保健師伊藤先生にお願いする予定。 
 ５）令和 4年度 第 1回長崎地区研修会について 
   8 月 20 日にフルリモートで開催。講師は昭和会病院の白石先生。180 分の講義で参加者 142 名。無事

終了。 
 ６）第 1回・第 2回 大村東彼地区研修会の中止について 
   第 1 回地区研修会は開催予定だったが、準備段階において講師依頼が不適切だったため謝罪、中止案

内と参加費払い戻しが発生。メールで対応したところ、その日夕方、受講者から個人情報流出の指摘
あり。BCC を設定するところが TO にアドレス貼り付していた。すぐに三役へ報告し、個人情報流出
に関する謝罪対応と今後の再発防止に向けた対応策の指示を受けた。参加者に謝罪、中止案内と参加
費払い戻しの書類が郵送可能とわかり、メールアドレス流出の謝罪文、研修会中止の謝罪文、中止案
内と参加費払い戻し書類の 3 点を 10 月 3 日、事務局より郵送。一斉メール配信する場合の注意点につ
いて、9 月 22 日に関係者に周知した。第 2 回大村・東彼地区研修会は 10 月 27 日に開催される予定だ
ったが、講師都合により中止となり、2 名の申し込み者がいたため、謝罪・中止案内と参加費の払い戻
しの対応を前例に倣い郵送にて進めている。欠損金の合計は 20,520円。 

 ７）令和 4年度 ハラスメント研修会について 
   12 月 3 日に令和 4 年度のハラスメント研修会を予定。長崎大学病院の総合診療科、臨床心理士の長浦

先生に講師を依頼。オンラインで 90分 2コマ。研修 1 を講義とセルフワーク、研修 2ではグループワ
ークを予定。 

 ８）NPアラート発令報告について 
   9月 18日から 19日にかけて台風 14号接近に伴い、9月 21日に県下全域へNPアラートを発令。回答

率 46％。怪我等の報告なし。停電について質問したところ、平戸を中心に長時間に渡る大規模停電が
あり、復旧に時間がかかったとのこと。アラートなど課題について、今月 24 日に事務局と地域局と災
害リハ推進委員会の会議で話し合う予定。 

 ９）令和 4年度 災害対応担当者会議について 
   九州の災害担当者会議があり。どの県も安否確認で苦労している様子。グループLINEを組みたいが、

若者が入りたがらないとの報告あり。全体的なグループLINEを設定しているところは未だなかった。 
 １０）第 32回 長崎県理学療法学術大会について 
    第 32回学術大会を 9 月 10 日、11日に時津カナリーホールにて開催。事前参加登録 511 名。基調講

演は京都橘大学の横山先生、教育セミナーは長崎大学の神津先生と東京医療学院の内田先生、県民
公開講座は長崎リハビリテーション病院の徳永先生。講師にも専門性について繋がりのあるもので
いいという意見をいただいた。シンポジウムでは想定外の通信障害が発生した。実際の参加者数は
開会式 243 名、基調講演 344 名、シンポジウム 225 名、教育セミナー①265 名、②260 名、県民公
開講座 145名、閉会式 188名、口述セッションが各 70～115名、eポスターが 40～50名。コロナ禍
の中 30 名の運営スタッフを確保でき、専門性という一貫性のあるテーマで県内外から 510 名の参加
を頂けた。緊急連絡先などの準備不足や開催形式変更によりマニュアルの理解度にばらつきが生じ
てしまったこと、通信機器の確認不足が反省点として挙がった。 

 １１）第 15回 長崎県理学療法士協会杯小学生ソフトボール大会について 
    大会は中止となったが会議や事前作業にて 22,848円の支出。次年度以降に向けて準備を進める。 
 １２）令和 4年度 地域ケア研修会について 
    今回は認知症をテーマとして、法人として認知症に取り組まれている群馬県内田病院の篠崎先生を

講師として考えている。開催日は令和 5年 1月 14日を予定。 
１３）第 33回 長崎県理学療法学術大会について 
   開催形式はハイブリッド形式を予定し、状況次第ではフルリモートや対面の可能性もある。会場は

アルカス佐世保で 9月 2日 13時 30分～3日 16時まで 11時間の予定。ポイントは 11ポイント。内
容は県民公開講座、教育セミナー、口述演題 40 程度、情報交換会を予定。講師は県民公開講座が広
瀬弥幸先生、基調講演は三宅わか子先生、教育セミナーは須堯敦史先生を予定。第 2 候補として基
調講演が吉尾雅春先生、教育セミナーが下元佳子先生と考えている。広瀬先生は、長崎で開業され
ている腎臓専門の先生で ICF に関する専門家。基調講演の三宅先生は、女性理学療法士の活躍とい
う点で学びが多い講演になるのでは。教育セミナーの須堯先生は長崎労災病院で脊損に関するガイ
ドライン作成や論文も多く、佐世保の先生という点もある。基調講演の第 2 候補、吉尾先生は多方
面で活躍されている。教育セミナーの下元先生はノーリフトケアという特徴を持たれている。 

 １４）地区研修会企画案の報告について 
    11月 21日から 25日で島原・雲仙地区の第 3回地区研修会を開催予定。愛野記念病院循環器系の溝

内先生を講師としてオンライン形式開催、対象は登録、認定、専門の更新として基本県内会員とし
たい。西彼西海地区第 1回地区研修会をオンラインで、長崎大学の本田先生を講師に物理療法の講
義を頂く予定。県内会員と非会員、他職種を対象に。また第 2回地区研修会として同日に事例検討
会を予定。領域は未定。テイクオフ研修として 3症例を考えているとのころ。日程は今後調整。上
五島地区は 11月 23日に第 1回地区研修会を予定。高齢者の膝関節痛の評価などを対面で行う。募
集は県内に向けるが、現実的には上五島のみか。大村・東彼地区は第 3回地区研修会を 1月 21日、
22、29のいずれかで開催予定。2部構成となっており運動器と呼吸器の話をしていただく。それぞ
れにポイント付与を。第 4回は事例検討会として 2月に検討。 



     
（３）その他報告事項 
 １）学会監査について 
   学会監査を 10月末に予定。 

 


